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コ
バ
ル
ト
ラ
イ
ン

　

ふ
と
思
い
立
っ
て
牡
鹿
コ
バ
ル
ト
ラ
イ
ン
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
連
載
中
の
河
北
新
報
「
秀
句
の
泉
」
（
十
一

月
十
七
日
付
）
で
、
河
東
碧
梧
桐
の
〈
君
に
遇
ふ
牡
鹿
の
山
の
眠
る
下
〉
を
取
り
上
げ
て
気
に
な
っ
て
い
た
。
碧
梧
桐

が
紀
行
集
『
三
千
里
』
で
描
写
す
る
石
巻
か
ら
牡
鹿
の
風
光
明
媚
な
景
色
に
触
れ
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
言
え

ば
、
最
後
に
、
そ
し
て
初
め
て
牡
鹿
半
島
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
震
災
前
、
俳
句
に
も
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
な
か
っ
た

高
校
一
年
の
頃
。
学
校
行
事
で
網
地
島
へ
巡
検
に
行
っ
た
と
き
だ
っ
た
。

　

今
回
は
門
脇
小
学
校
の
前
を
通
っ
て
石
巻
港
か
ら
北
上
し
、
藤
ヶ
崎
を
通
っ
て
鮎
川
、
そ
し
て
女
川
に
と
い
う
ル
ー

ト
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
国
道
か
ら
降
り
て
港
に
入
る
。
少
し
高
い
と
こ
ろ
に
は
小
さ
な
社
が
古
色
蒼
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
し
か
し
い
ざ
港
に
降
り
る
と
、
真
新
し
い
堤
防
や
船
は
あ
っ
て
も
人
家
の
な
い
空
間
が
広
が
る
。
紛
れ
も
な
い
被

災
地
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ナ
ビ
は
時
折
り
、
現
在
地
を
道
で
は
な
く
川
や
海
の
上
と
表
示
し
、
何
や
ら
混
乱
し
て
し
ま
う
。

　
　
地
形
や
や
変
は
る
日
本
亀
鳴
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
　
　
睦

　

震
災
直
後
の
師
の
句
が
ふ
と
頭
を
過
る
。
雄
大
な
自
然
は
確
か
に
今
も
美
し
い
が
、
本
来
そ
こ
に
住
む
人
々
と
共
に

つ
く
ら
れ
て
き
た
風
土
、
風
景
は
、
け
っ
し
て
元
の
ま
ま
に
は
そ
こ
に
は
な
い
。
碧
梧
桐
の
見
た
風
景
は
、
文
字
通
り

地
形
ご
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

ド
ラ
イ
ブ
を
思
い
立
っ
た
の
に
は
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る
。
女
川
の
歌
人
逢
坂
み
ず
き
の
『
ま
ぶ
し
い
海
―
故
郷
と
、

わ
た
し
と
、
東
日
本
大
震
災
―
』
（
本
の
森
）
の
歌
で
あ
っ
た
。

　
　
「
奇
跡
的
に
全
壊
で
し
た
」
と
答
え
た
り
全
壊
の
上
に
流
出
あ
り
て
　
　
　
　
　
　
　
逢
坂
み
ず
き

　

泥
に
濡
れ
て
悪
臭
を
放
っ
て
い
た
ノ
ー
ト
か
ら
収
録
し
た
と
い
う
震
災
前
の
詩
、
無
事
だ
っ
た
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
入
っ

て
い
た
津
波
以
前
の
漁
港
の
写
真
、
震
災
前
後
の
日
記
、
そ
し
て
震
災
以
後
に
始
め
た
短
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

風
景
は
常
に
変
わ
り
続
け
て
き
た
。
も
し
か
す
る
と
、
わ
た
し
は
昔
か
ら
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
い

　
　

か
。
だ
か
ら
「
今
感
じ
て
い
る
こ
と
を
残
し
た
い
」
な
ん
て
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
／
残
さ
れ
た
詩
と
写
真
は
、

　
　

今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
故
郷
・
女
川
町
尾
浦
の
風
景
の
中
で
わ
た
し
が
育
っ
て
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
よ
す
が

　
　

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
わ
た
し
に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
。
（
同
書
二
五
一
―
二
五
二
頁
）

　

災
害
に
関
わ
ら
ず
、
風
景
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
海
の
静
か
な
一
日
で
あ
っ
た
。
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令和３年度収支決算書令和４年度予算案

6
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6
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6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

6
6

令
和
四
年
度　

宮
城
県
現
代
俳
句
協
会
総
会

第
一
号
議
案
　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

1　

会
報
発
行
（
宮
城
県
現
代
俳
句
協
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）

　
　

四
四
号
（
七
月
）
座
談
会
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
後
の
俳
句
」

　
　

四
五
号
（
一
二
月
）
一
句
一
葉
（
自
句
寸
感
十
名
）
、
亘
理
吟
行
会

2　

吟
行
会　

令
和
三
年
一
二
月
五
日

　
　

亘
理
町
（
伊
達
成
実
霊
屋
、
称
名
寺
シ
イ
の
巨
樹
、
二
十
名
参
加
）

3　

研
修
・
句
会

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止

４　

定
時
総
会
（
令
和
四
年
三
月
二
七
日
、
東
北
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

　
　

宮
城
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
書
面
決
議

5　

第
三
五
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
（
令
和
三
年
九
月
二
五
日
、
盛
岡
市
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
事
前
投
句
の
み
の
開
催

第
二
号
議
案
　
令
和
三
年
度
会
計
決
算
・
監
査
報
告

下
記
の
通
り

第
三
号
議
案
　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
案

1　

会
報
発
行
（
宮
城
県
現
代
俳
句
協
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）

　
　

四
六
号
（
六
月
）
総
会
報
告
、
吟
行
会
、
研
修
会
、
Ｉ
Ｔ
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
等

　
　

四
七
号
（
一
二
月
）
現
代
俳
句
東
北
大
会
、
吟
行
会
、
句
会

2　

吟
行
会　

秋
、
実
施
予
定

3　

研
修
・
句
会

　
　

四
月
、
ネ
ッ
ト
句
会
研
修　
　

句
会
（
年
度
内
）
実
施
予
定

4　

定
時
総
会　

令
和
五
年
三
月
、
開
催
予
定
。

5　

第
三
六
回
現
代
俳
句
東
北
大
会

　
　

令
和
四
年
九
月
一
八
日
、
仙
台
市
に
て
開
催
予
定

第
四
号
議
案
　
令
和
四
年
度
予
算
案

下
記
の
通
り

　
今
年
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
予
防
の
措
置
の
た
め
、
三
月
二
七

日
に
予
定
し
て
い
た
総
会
の
開
催
は
取
り
や
め
、
書
面
に
よ
る
決
議
と
し
ま
し
た
。
会
員
数

九
三
名
中
、
葉
書
に
よ
る
回
答
数
六
二
名
。
こ
の
う
ち
六
一
名
承
認
、
白
紙
一
名
で
過
半
数

の
承
認
に
よ
る
決
議
を
得
ま
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
ら
れ
な
い
中
、
始
め
は
鬱
陶
し
い
と
思
っ
た
マ

ス
ク
だ
っ
た
が
、
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
し
ま
い
化
粧
も
せ
ず
に
夕
べ
の
買

い
物
に
出
か
け
る
始
末
。
マ
ス
ク
を
外
し
た
目
の
前
の
鏡
に
あ
ら
ま
あ
と

見
つ
め
て
し
ま
う
吾
が
顔
が
。
改
め
て
歳
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
ん
な

こ
と
で
は
い
け
な
い
と
気
を
引
き
締
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

山
に
暮
ら
し
て
い
て
も
夜
の
汽
笛
は
山
を
登
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
小
さ

な
町
だ
が
列
車
が
走
る
だ
け
有
難
い
。
人
と
会
わ
ず
に
語
り
合
い
笑
い
嘆

け
る
現
代
、
こ
ん
な
に
便
利
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
社
会
を
私
は
喜
ん
で
は

い
な
い
。
追
い
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

ガ
タ
ゴ
ト
ガ
タ
ゴ
ト
と
近
づ
く
夜
の
列
車
そ
し
て
鳴
る
汽
笛
。
こ
の
頃

ま
で
が
背
の
び
し
た
私
の
精
一
杯
の
一
生
の
中
で
の
頂
点
だ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
と
夜
汽
車
を
聞
い
て
思
う
。

　

テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
よ
う
す
が
子
ど
も
の
目
に
も

飛
び
込
ん
で
く
る
現
在
で
す
。
原
爆
を
は
じ
め
日
本
中
が
戦
禍
に
ま
み
れ
た

こ
と
を
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
国
を
見
て
、
日
本
も
核
武
装
や

憲
法
改
正
を
し
よ
う
と
言
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
平
和
の
有

り
難
さ
、
平
和
を
守
る
事
の
意
義
を
今
こ
そ
大
切
に
考
え
た
い
で
す
。

　

「
自
句
自
解
」
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
心
得
て
お
る
。
自
由
律
系
句
会

「
花
野
句
会
」
創
立
。
「
層
雲
」
に
入
会
（
後
に
脱
会
）
。
現
在
、
「
花
野

句
会
」
世
話
人
。
「
海
程
」
仙
台
支
部
「
む
」
句
会
在
籍
。

　

私
は
「
言
葉
」
の
意
味
を
利
用
し
て
、
「
重
層
的
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
」
、

抽
象
画
の
よ
う
な
「
感
じ
る
」
―
「
感
じ
な
い
」
の
世
界
の
よ
う
な
俳
句
を

目
指
し
て
い
る
。

　

仲
間
の
一
人
が
「
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
耳
サ
ポ
」
で
碁
を
教
え
て
い
る
と

い
う
。
俳
句
も
と
い
う
事
で
訪
れ
た
。
黒
板
の
右
は
季
語
。
中
は
七
音
。

左
は
五
音
。
日
常
使
用
の
言
葉
を
書
き
連
ね
組
み
合
わ
せ
て
五
七
五
に
す

る
仕
組
み
。
早
速
手
話
の
お
世
話
に
な
る
。
秋
の
光
を
受
け
、
大
き
な
身

ぶ
り
手
ぶ
り
と
口
の
形
を
使
い
全
身
で
伝
え
よ
う
と
す
る
人
間
の
優
し
さ

美
し
さ
が
身
に
沁
み
た
一
日
。

　

私
の
散
歩
コ
ー
ス
の
一
つ
に
家
か
ら
近
い
名
取
川
の
土
手
道
が
あ
る
。
広

瀬
川
と
の
合
流
地
点
で
川
幅
も
河
川
敷
も
広
い
。
河
川
敷
に
は
畑
の
他
に
葦

原
や
竹
林
や
何
か
潜
ん
で
い
そ
う
な
藪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
絶
え
間
な
い
鶯
の
声
に
交
じ
り
時
折
雉
子
の
声
が

す
る
。
「
ケ
ー
ン
」
―
あ
れ
っ
!?
も
う
一
度
聞
き
た
い
な
―
「
ケ
ー
ン
」
―

も
う
一
度
！
「
ケ
ー
ン
」
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
に
な
る
。

　

東
北
の
冬
は
長
く
、
本
当
に
春
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
外
歩
き
、
山
菜
採
り
な
ど
の
好
き
な
人
に
と
っ
て
は
、
ふ
き
の
と

う
の
顔
が
見
え
始
め
る
と
う
き
う
き
し
て
し
ま
い
、
「
さ
あ
、
私
達
の
出
番

だ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
野
山
に
飛
び
出
し
、
こ
ご
み
、
わ
ら
び
、
た
ら
の

芽
探
し
に
心
と
体
を
開
放
し
始
め
る
の
で
す
。

　

故
菅
原
鬨
也
前
主
宰
と
の
縁
で
入
会
し
た
「
滝
」
俳
句
会
は
、
今
年
一

月
創
刊
三
十
周
年
を
迎
え
た
。
会
員
の
皆
様
の
結
束
力
に
感
謝
し
た
い
。

　

私
の
句
は
、
さ
さ
や
か
な
生
活
記
録
を
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
切
り
取
っ
た

よ
う
な
作
品
が
多
く
、
詠
み
手
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
力
は
な
い
。
掲
句

は
離
れ
て
住
む
孫
の
大
学
入
試
の
結
果
発
表
を
待
つ
爺
の
心
境
の
句
で
あ

る
。
季
語
は
、
風
で
揺
れ
る
枝
垂
れ
梅
で
心
の
動
揺
を
暗
示
さ
せ
る
効
果

を
狙
っ
た
。
や
は
り
孫
俳
句
は
甘
い
の
か
。

マ
ス
ク
外
す
鏡
に
二
年
経
ち
し
顔

雉
子
の
声
ま
た
雉
子
の
声
名
取
川

戦
争
が
居
間
に
来
て
い
る
蜃
気
楼

梅
真
白
空
間
置
い
て
き
ぼ
り

蕗
の
た
う
人
を
野
山
に
放
ち
け
り

天
高
し
汽
笛
は
腹
の
底
ま
で
も

合
否
待
つ
永
き
一
日
揺
る
る
梅

手
話
の
指
秋
の
光
を
掬
い
あ
げ

小　

関　

桂　

子　
（
青
岬
）

丸　

山　

み
づ
ほ　
（
小
熊
座
）

小　

村　

寿　

子　
（
陸
）　

加　

藤　

邪　

呑　

（
泉
花
野
）

新　

藤　

綾　

子　
（
青
岬
）

中　

鉢　

陽　

子　
（
小
熊
座
）

梅　

森　
　
　

翔　
（
滝
）　

　
　
　

狩　

野　

康　

子　

（
海
原
）

一 句 一 葉
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俳
句
は
若
い
時
か
ら
短
歌
と
共
に
趣
味
的
に
時
々
詠
む
程
度
で
し

た
。
自
覚
的
に
考
え
て
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
六
年
に
宮
城

教
育
大
教
授
で
芭
蕉
の
研
究
者
の
故
金
沢
規
雄
先
生
か
ら
、
仙
台
市
政

だ
よ
り
の
「
ペ
ー
ジ
の
な
か
の
せ
ん
だ
い
」
に
芝
不
器
男
に
つ
い
て
書

く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
か
ら
で
す
。
そ
の
後
不
器
男
句
の
清
冽
さ
に
惹

か
れ
、
不
器
男
句
を
慕
う
数
人
の
仲
間
と
俳
誌
『
荒
星
』
を
刊
行
し
、

今
年
で
二
十
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
上
司
、
小
熊
座
主
宰
高
野
先
生
と
の
出
会
い
が
俳
句
の
世

界
を
知
る
き
っ
か
け
で
し
た
。
俳
句
は
単
純
そ
う
で
複
雑
、
だ
か
ら
面

白
い
。
自
分
の
無
知
へ
の
劣
等
感
以
上
に
語
彙
を
調
べ
る
喜
び
、
日
本

語
の
奥
深
さ
、
季
語
の
豊
か
さ
、
五
七
五
に
ピ
ッ
タ
リ
整
う
時
の
爽
快

感
に
嵌
ま
り
ま
し
た
。
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
を
心
に
留
め
て
今
ま
で
見
え

な
か
っ
た
も
の
を
鮮
明
化
し
、
変
化
し
て
ゆ
く
自
分
を
感
じ
ま
す
。
俳

句
を
通
じ
て
沢
山
の
出
会
い
と
発
見
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
の
転
倒
一
閃
刃
の
ひ
か
り

黒
海
に
大
波
寄
れ
ば
死
の
馬
刀
貝

流
氷
を
揺
す
り
揺
す
ら
れ
海
嘯
来

御
結
び
は
荒
塩
の
み
や
山
桜

暮
れ
泥
む
瓜
の
先
ま
で
桜
酔
い

染
井
吉
野
桜
の
散
っ
て
ホ
ッ
と
す
る

島　
　

松　

柏　

（
荒
星
会
）

髙　

橋　
　

薫　

（
小
熊
座
）

　

私
の
生
ま
れ
は
仙
台
の
長
町
で
す
。
家
は
市
電
通
り
で
小
さ
な
魚
屋
を

し
て
い
ま
し
た
。
家
の
夕
食
は
店
を
片
づ
け
終
っ
た
後
な
の
で
、
夜
の
七

時
過
ぎ
。
当
然
お
な
か
を
す
か
せ
た
私
と
姉
は
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
祖
母
が
よ
く
味
噌
お
に
ぎ
り
を
七
輪
で
焼
い
て
私
達
に

食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

俳
句
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
中
、
三
十
年
程
所
属
し
て
い
た
「
俳
句

饗
宴
」
が
閉
じ
ら
れ
た
。
自
由
と
い
う
開
放
感
の
中
に
も
一
抹
の
寂
し
さ

が
あ
る
。
片
山
由
美
子
氏
が
「
俳
句
は
何
か
に
役
立
て
る
も
の
で
は
な

い
。
だ
が
人
が
生
き
て
い
く
上
で
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
確
信
す
る
。
」
と
俳
壇
時
評
（
河
北
新
報
）
に
書
か
れ
て

い
た
。
そ
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
い
る
。

　

私
の
生
地
、
沖
縄
県
宜
野
湾
市
嘉
数
の
北
側
の
丘
は
日
本
軍
に
要
塞
化

さ
れ
、
戦
時
中
二
十
三
日
間
に
及
ぶ
激
し
い
攻
防
戦
が
あ
っ
た
。
小
学
生

の
頃
、
薄
の
間
に
髑
髏
を
見
つ
け
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
し
、
畑
か
ら

掘
り
出
さ
れ
た
髑
髏
が
通
学
路
の
傍
ら
に
よ
く
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
村
人
は
自
然
洞
窟
や
亀
甲
墓
に
避
難
し
た
が
、
米
軍
の
毒
ガ
ス
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
人
が
か
な
り
い
る
の
で
あ
っ
た
。

祖
母
が
焼
く
味
噌
お
に
ぎ
り
や
秋
の
夕

防
空
壕
の
髑
髏
と
出
会
ふ
少
年
の
夏

翁
忌
の
赤
子
抱
か
せ
て
も
ら
い
け
り

紺　

野　

み
つ
え
（
小
熊
座
）

中　

村　
　
　

春
（
小
熊
座
）

　
　
　
　

星　
　
　

節　

子

よう
こそ、現俳へ。 令和３、４年度新会員紹介

（３月現在）

　

ま
さ
か
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
よ
う
と
は
。

　

世
界
中
に
衝
撃
を
走
ら
せ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
記
念
し
て
の
復
活
祭
は
彩
色
し
た
卵
を
教
会
へ
贈
呈

す
る
。
そ
の
中
に
炎
色
に
染
め
た
卵
、
あ
た
か
も
戦
火
の
ご
と
く
。
戦
争
へ

の
怒
り
か
…
…
。

復
活
祭
の
炎
彩い

ろ

の
卵
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　

仙　
　
　

と
よ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
俳
句
人
連
盟
・
石
の
花
）
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【
報
告
】令
和
四
年
度
研
修
会「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
し
て
み
よ
う
」　 

　
　

令
和
四
年
四
月
十
六
日
（
土
）　

於
・
仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
エ
ル
）

・夏雲システムなどのネット句会の経
験者は9％、zoomなどのオンライン会
議経験者は約16％で、ほとんどの会
員はネット句会を利用していない。

・モバイル機器の利用については、
スマートフォンの利用が最も多く、
約70％を占めている。

ネット句会の利用状況モバイル機器の利⽤状況

ⅠT に関するアンケート集計結果
令和 4 年 4 ⽉ 

（会員 93 名回答 44 名 回答率…47.3%）
　
　

ご
案
内

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
し
て
み
よ
う
」
研
修
会
の
次
回
は
八
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は m

iyagikengh@
gm

ail.com
 

ま
で
メ
ー
ル
下
さ
い
。

　

令
和
二
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
利
用
が
活
発
に

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
実
際
に
体
験
し
て
み
よ
う
と
い
う
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
Ⅰ
Ｔ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と

ん
ど
の
会
員
が
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

研
修
前
半
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
小
田
島
渚
氏
が
講
師
と
な
り
、
現

代
俳
句
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
区
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
句
会
、
ズ
ー
ム
の

利
用
方
法
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
次
に
浅
川
芳
直
氏
が
講
師
と
な
り
、
東
北
若
手

俳
人
に
よ
る
「
む
じ
な
」
で
の
グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
活
用
方
法
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
本
番
と
な
る
夏
雲
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
当
季
雑
詠
二
句
出
し
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
句
会
を
行
っ
た
。
参
加
者
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
夏
雲
シ

ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
あ
と
は
、
メ
ー
ル
送
信
と
同
じ
感
覚
で
投
句
、
自
動
作
成

の
清
記
用
紙
で
す
ぐ
に
選
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
得
点
結
果
の
開
示
後
は
作
者
名

を
非
開
示
と
し
て
合
評
形
式
で
句
会
を
行
っ
た
。
投
句
及
び
清
記
用
紙
作
成
、
選
句

に
時
間
が
か
か
ら
な
い
た
め
、
二
句
出
し
の
席
題
（
「
桜
草
」
、
「
上
」
）
も
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
に
と
て
も
簡
単
に
使
え
た
と
好
評
で
あ
っ
た
。
渡
辺
誠
一
郎
会
長
は
、
シ

ス
テ
ム
の
使
い
方
を
よ
り
多
く
の
方
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
定
期
的
に

研
修
会
を
開
催
し
た
い
と
話
し
た
。

（
高
得
点
三
句
）

　
　
八
点
　
掌
の
花
び
ら
を
風
の
中
に
戻
す	

	

奥
村
　
俊
哉

　
　
七
点
　
猫
の
尾
の
触
れ
て
ゆ
き
た
り
桜
草	

	

庄
子
　
紅
子

　
　
六
点
　
逆
光
に
さ
く
ら
の
血
管
見
た
よ
う
な	

	

小
村
　
寿
子

　
　
虻
上
る
竹
ひ
と
ふ
し
の
唸
り
そ
む	

	
	

浅
川
　
芳
直

　
　
縄
跳
の
子
ら
の
数
よ
り
影
多
し	

	
	

小
田
島
　
渚

　
　
花
の
雨
傘
に
は
み
だ
す
ラ
ン
ド
セ
ル		

	

小
関
　
桂
子

　
　
海
境
に
挙
る
初
蝶
二
万
頭		

	
	

坂
下
　
遊
馬

　
　
蠅
生
る
最
上
階
の
オ
フ
ィ
ス
か
な	

	
	

成
田
　
一
子

　
　
生
も
死
も
た
つ
た
一
文
字
さ
く
ら
草		

	

丸
山
み
づ
ほ

　
　
仙
台
の
風
吹
く
と
こ
ろ
桜
草	

	

　
　
　
　
渡
辺
誠
一
郎

■
謹
悼

　

佐
野　

久
乃
（
小
熊
座
）　

  　

令
和
四
年
二
月
二
七
日
逝
去　

享
年
七
一
歳

　

後
藤
久
尼
克
（
野
の
会
）　
　

  

令
和
四
年
四
月
二
九
日
逝
去　

享
年
八
六
歳

■
慶
祝

　

令
和
三
年
度
宮
城
県
芸
術
選
奨
新
人
賞
・

　

第
六
回
芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞
対
馬
康
子
奨
励
賞　
　
　
　
　

浅
川　

芳
直
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成
田
一
子
『
ト
マ
ト
の
花
』
（
朔
出
版
）

あ
ざ
や
か
な
生

　

成
田
一
子
氏
を
は
じ
め
て
お
見
か
け
し
た
の
は
、
平
成
二
八
年
四
月
開
催
の
第
四
六

回
宮
城
県
俳
句
大
会
の
席
で
あ
っ
た
。
急
逝
さ
れ
た
父
菅
原
鬨
也
氏
を
継
が
れ
、
滝
俳

句
会
の
副
主
宰
と
な
ら
れ
た
ご
挨
拶
を
さ
れ
た
。
当
日
の
席
題
「
袋
」
で
は
次
の
衝
撃

的
な
一
句
で
宮
城
県
俳
句
賞
を
受
賞
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　
　
蛇
穴
を
出
づ
グ
ラ
ビ
ア
は
袋
と
ぢ

　

平
成
二
九
年
に
主
宰
と
な
ら
れ
満
を
持
し
て
の
第
一
句
集
は
、
鮮
や
か
な
赤
に
金
色

の
ト
マ
ト
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
現
代
的
な
美
し
い
装
丁
。

　
　
未
婚
な
り
野
葡
萄
に
両
指
を
染
め

　

集
中
最
も
惹
か
れ
た
一
句
。
神
話
的
な
若
々
し
い
肉
体
の
野
趣
あ
る
華
や
か
さ
を
表

現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
は
蛇
穴
の
句
同
様
の
取
合
せ
の
妙
に
あ
る
。

　

成
田
は
、
ブ
ロ
グ
（
成
田
一
子
俳
句
の
ペ
ー
ジ
「
ポ
エ
ジ
ー
の
あ
り
ど
こ
ろ
～
『
二

物
衝
撃
』
と
『
写
生
』
」
）
に
お
い
て
、
取
合
せ
を
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
に
分
け
、
い
ず
れ
も
作
者
の
構
成
意
思
が
働
い
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
意
思
が
希

薄
に
感
じ
ら
れ
る
取
合
せ
を
二
物
衝
撃
と
分
類
し
、
そ
の
意
思
の
希
薄
さ
は
写
生
句
に

も
通
じ
る
と
言
う
。
そ
し
て
「
全
く
関
係
の
な
い
ふ
た
つ
の
事
柄
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
時
、

作
者
の
脳
内
に
は
、
『
無
意
識
の
必
然
』
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
二

物
衝
撃
の
句
の
根
底
に
は
『
か
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
』
と
い
う
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
衝

動
が
あ
る
。
写
生
句
も
『
こ
こ
を
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
』
と
い
う
衝
動
が
あ
る
。
そ
れ

は
な
ぜ
な
の
か
作
者
に
も
わ
か
ら
な
い
し
、
読
者
に
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
素

晴
ら
し
い
詩
的
世
界
に
触
れ
た
時
、
私
た
ち
の
世
界
を
見
る
目
が
変
容
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
締
め
く
く
る
。
未
婚
の
句
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
取
合
せ

で
あ
り
、
蛇
穴
の
句
は
二
物
衝
撃
の
取
合
せ
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
成
田
俳
句
に
は
取

合
せ
の
巧
み
さ
が
随
所
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
蛇
穴
の
句
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
潔

さ
の
あ
る
「
無
意
識
の
必
然
」
の
働
き
が
天
性
と
し
て
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
し
て
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
衝
動
が
あ
り
言
葉
が
そ
の
熱
を
失
わ
ず
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

　
　
楽
園
を
追
は
れ
た
る
日
の
裸
か
な

　
　
細
胞
の
入
れ
替
は
る
ま
で
泳
ぎ
け
り

　
　
灼
け
砂
を
来
て
太
陽
を
口
う
つ
し

　

二
句
目
三
句
目
は
冒
頭
の
〈
息
つ
ぎ
に
太
陽
を
飲
む
泳
ぎ
か
な
〉
に
呼
応
す
る
よ
う

に
巻
末
に
置
か
れ
て
い
る
。
太
陽
を
口
移
し
す
る
そ
の
行
為
か
ら
、
灼
け
砂
を
歩
い
て

来
る
者
は
恋
人
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
読
者
は
洋
画
に
あ
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
展
開
を
楽
し
む
。
主
体
と
相
手
の
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
相
手
が
こ
ち
ら
に

近
づ
い
て
来
る
シ
ョ
ッ
ト
に
切
り
替
わ
る
。
そ
し
て
読
者
は
そ
こ
で
終
わ
ら
ず
に
主
体

と
な
っ
て
、
口
移
し
す
る
相
手
の
肩
越
し
に
眩
し
い
世
界
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

女
性
の
体
感
を
通
じ
た
〈
盛
塩
を
崩
し
て
ゆ
け
り
サ
ン
ド
レ
ス
〉
〈
初
潮
来
し
日
の

ス
ト
ー
ブ
の
匂
ひ
か
な
〉
〈
姫
蜘
蛛
を
風
に
返
し
て
処
女
を
捨
つ
〉
〈
子
宮
て
ふ
宮
に

人
ゐ
る
淑
気
か
な
〉
の
よ
う
な
佳
句
も
多
く
み
ら
れ
る
。
近
年
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る

問
題
が
俳
壇
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
問
題
を
意
識
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
か
え
っ
て
そ
の
陥
穽
に
落
ち
る
よ
う
な
息
苦
し
さ
を
感
じ
な
く
も
な
か
っ
た
。
成

田
俳
句
に
は
そ
の
軛
が
最
初
か
ら
感
じ
ら
れ
ず
女
性
が
女
性
ら
し
く
で
は
な
く
、
成
田

一
子
が
成
田
一
子
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ず
心
地
が
い
い
。

　

成
田
俳
句
の
世
界
に
は
生
の
あ
ざ
や
か
さ
と
い
う
べ
き
も
の
が
息
づ
い
て
い
る
。
こ

の
生
の
あ
ざ
や
か
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
菅
原
鬨
也
前
主
宰
が
『
滝
』
創

刊
に
あ
た
り
俳
句
を
や
る
意
義
と
し
て
挙
げ
た
五
項
目
の
中
に
「
自
己
肯
定
感
の
育

成
」
と
「
世
界
観
・
人
生
観
の
確
立
」
が
あ
る
。
前
主
宰
は
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
五
十

代
に
入
院
さ
れ
る
な
ど
決
し
て
た
だ
肯
定
で
き
る
こ
と
ば
か
り
の
来
し
方
で
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
ま
ま
な
ら
な
い
人
生
も
含
め
て
生
を
丸
ご
と
肯
定
し
よ
う
と

い
う
強
い
姿
勢
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
世
界
の
確
立
を
導
く
こ
と
を
提
唱
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
主
宰
で
あ
る
成
田
に
も
引
き
継
が
れ
、
十
七
音
を
想
い
の
塊

に
し
て
生
の
あ
ざ
や
か
さ
を
立
ち
上
げ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
や
は
ら
か
く
嬰
の
陰
拭
く
花
ぐ
も
り

　
　
白
南
風
や
果
物
め
い
て
子
は
眠
り

　
　
二
日
は
や
積
木
は
な
ば
な
し
く
崩
す

　
　
ま
ま
ご
と
に
修
羅
場
あ
り
け
り
蝶
の
昼

　
　
か
な
か
な
や
子
供
靴
よ
り
砂
無
限

　
　
握
ら
る
る
手
の
小
さ
さ
よ
蜂
ぶ
ぶ
ぶ

　

こ
れ
ら
の
句
は
わ
が
子
を
愛
お
し
む
一
個
人
の
想
い
を
超
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
〈
ぶ

ら
ん
こ
の
て
つ
ぺ
ん
吾
の
ゐ
な
く
な
る
〉
〈
遠
足
を
戻
り
て
暗
き
父
母
の
家
〉
と
い
っ

た
句
も
あ
る
。
か
つ
て
子
供
で
あ
っ
た
自
身
の
声
を
も
聴
き
と
っ
て
い
る
作
者
の
瞳
に

は
、
わ
が
子
を
通
し
た
新
し
い
世
界
が
光
り
輝
い
て
い
る
。
こ
の
様
な
世
界
も
今
回
の

句
集
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

小
田
島　

渚

（
銀
漢
・
小
熊
座
）
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佐
藤
み
ね
『
稲
の
香
』
（
朔
出
版
）

評

　

平
成
二
五
年
に
上
梓
さ
れ
た
第
一
句
集
『
薫
風
』
か
ら
も
う
少
し
で
十
年
と
な
る
。

佐
藤
み
ね
氏
の
生
活
感
に
溢
れ
た
迫
力
の
あ
る
作
品
世
界
は
、
昨
年
の
第
四
六
回
宮

城
県
俳
句
賞
の
選
考
で
も
と
て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
た
。
第
二
句
集
は
久
し
ぶ
り
に

佳
い
句
集
に
出
会
っ
た
と
い
う
思
い
が
す
る
。

　
　
ど
こ
か
ら
か
落
葉
の
声
や
宿
の
下
駄

　
　
木
の
芽
山
雨
の
匂
い
を
膨
ら
ま
す

　
　
橋
二
つ
渡
り
て
村
の
余
花
に
逢
う

　
　
夕
焚
火
み
な
少
年
の
眼
で
笑
う

　

夕
焚
火
の
句
は
、
焚
火
の
周
り
の
大
人
達
の
顔
が
少
年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
と

い
う
も
の
で
、
実
に
面
白
い
。

　
　
稲
の
香
の
溢
れ
る
道
を
夜
勤
明
け

　

夜
勤
明
け
で
帰
っ
て
く
る
娘
さ
ん
を
詠
ま
れ
た
一
句
で
句
集
名
と
も
な
っ
た
。
仕

事
帰
り
の
疲
れ
や
充
実
感
を
持
っ
て
帰
宅
す
る
娘
さ
ん
を
案
じ
な
が
ら
待
っ
て
い
る

母
親
の
優
し
い
姿
が
見
え
て
く
る
。

　
　
菊
人
形
の
魂
な
く
て
胸
高
し

　
　
群
な
し
て
い
ず
れ
も
孤
独
曼
珠
沙
華

　

二
句
と
も
菊
人
形
や
曼
珠
沙
華
を
季
語
と
し
て
で
は
な
く
、
実
体
と
し
て
と
て
も

深
く
感
受
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
魂
も
孤
独
も
観
念
に
落
ち
な
い
秀
句
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
中
、
光
を
感
じ
る
好
句
が
多
か
っ
た
。

　
　
納
屋
奥
の
鍬
ひ
か
り
だ
す
雨
水
か
な

　
　
代
掻
に
迫
り
く
る
な
り
山
の
影

　
　
大
枝
の
影
を
映
し
て
水
澄
め
り

　
　
落
葉
し
て
山
に
陽
ざ
し
の
戻
り
け
り

　
　
花
過
ぎ
の
昨
日
と
ち
が
う
風
の
色

　

次
の
よ
う
な
句
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
氏
の
特
性
が
存
分
に
生
か
さ
れ
て
る
。

　
　
春
虹
は
空
の
吐
息
や
鍬
洗
う

　
　
山
鳩
の
声
に
夏
霧
晴
れ
て
ゆ
く

　
　
朴
の
花
雲
の
近
づ
く
気
配
あ
り

　

そ
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
息
子
さ
ん
を
詠
ま
れ
た
句
は
想
い
が
切
迫
し
て
く
る
。

　
　
小
春
日
や
遺
品
の
中
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

　
　
夕
星
に
子
の
名
を
付
け
て
門
火
た
く　

　

氏
は
県
北
に
お
住
ま
い
で
農
業
に
勤
し
ま
れ
て
い
る
。
厳
し
く
も
豊
穣
の
自
然
に

囲
ま
れ
る
日
々
が
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
鋭
敏
な
感
性
を
よ
り
高
め
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
様
に
生
き
生
き
と
し
た
息
遣
い
に
満
ち
て
い
る
一
集
で
あ
る
。

中
村　

孝
史

（
海
原
）

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

　
　

亘
理
吟
行
記　
　
　
　
　
　

菊
池　

修
市
（
青
岬
・
牧
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
波
が
繰
り
返
し
た
影
響
で
行
え
な
か
っ
た
吟
行
を
、

小
康
状
態
で
あ
っ
た
令
和
三
年
十
二
月
五
日
に
久
し
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

初
冬
の
曇
り
が
ち
の
天
候
で
は
あ
っ
た
が
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
句
会
に
皆
さ
ん
期
待

を
含
ら
ま
せ
て
の
参
加
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
当
日
の
参
加
は
、
初
参
加
者
を

含
め
て
二
十
名
。
結
社
も
居
住
地
も
異
に
す
る
方
と
の
吟
行
句
会
に
、
筆
者
も
期
待
を

持
ち
つ
つ
も
緊
張
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

亘
理
駅
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
協
会
事
務
局
の
坂
下
遊
馬
さ
ん
の
案
内
で
、
町
内

の
大
雄
寺
（
亘
理
伊
達
家
菩
提
寺
、
山
門
が
町
指
定
文
化
財
）、
称
名
寺
（
樹
齢
七
百
年

を
超
え
る
椎
の
木
が
国
の
天
然
記
念
物
）、
町
郷
土
資
料
館
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で

句
作
に
励
ん
だ
。
大
雄
寺
で
は
亘
理
伊
達
家
歴
代
当
主
の
墓
所
に
往
時
を
偲
び
、
称
名

寺
で
は
椎
の
木
の
雄
大
さ
に
時
と
自
然
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
時
折
触
れ
る
初

冬
の
風
と
降
る
落
葉
に
も
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が
ら
の
吟
行
で
あ
っ
た
。

　

昼
食
に
郷
土
料
理
の
は
ら
こ
飯
弁
当
を
頂
い
た
後
、午
後
一
時
よ
り
一
人
三
句
投
句
・

五
句
選
句
で
句
会
が
行
わ
れ
た
。
最
高
得
点
句
は
星
節
子
さ
ん
・
小
田
島
渚
さ
ん
両
名
。

　
　
小
六
月
白
き
寝
釈
迦
の
鼓
動
聴
く	

星
　
　
節
子

　
　
冬
ぬ
く
し
巨
木
の
洞
に
目
が
ひ
ら
く	

小
田
島
　
渚

　

こ
の
外
の
高
得
点
句
は
以
下
。

　
　
称
名
寺
の
石
段
や
さ
し
散
紅
葉	

日
下
　
節
子

　
　
転
げ
た
る
殉
死
の
墓
石
冬
紅
葉	

丸
山
み
づ
ほ

　
　
山
茶
花
や
祖
先
も
地
震
の
地
に
生
き
て	

伊
澤
て
つ
を

　
　
青
空
の
動
か
ぬ
水
面
蓮
の
骨	

坂
下
　
遊
馬

　

句
会
で
は
、
中
村
孝
史
顧
問
・
渡
辺
誠
一
郎
会
長
か
ら
の
講
評
・
感
想
の
他
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
読
み
取
り
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
闊
達
な
意

見
交
流
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
結
社
・
年
代
を
超
え
て
の
講
評
や
感
想
は
結
社
で
の

句
会
と
違
う
味
わ
い
が
あ
り
、い
つ
も
と
違
う
視
点
か
ら
の
意
見
に
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た
。
自
分
自
身
の
感
想
と
は
な
る
が
、充
実
し
た
時
間
を
持
て
、

こ
れ
か
ら
俳
句
を
作
る
上
で
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
参
考
と
な
る
一
日
だ
っ
た
。
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◆
コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
目
、
俳
句
大
会
や
句
会
な
ど
の
活
動
も
制
約
が
続
い
て
い

ま
す
。
安
全
な
経
口
薬
の
普
及
が
期
待
さ
れ
る
と
同
時
に
、
今
後
も
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
や
増
殖
、
新
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
予
測
さ
れ
、
正
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

時
代
と
な
っ
て
い
く
予
感
が
し
ま
す
。

◆
第
三
六
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
が
六
年
ぶ
り
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
岩
手
大
会
、
一
昨
年
の
青
森
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
防
止
対
策
の
た

め
中
止
と
な
り
、
応
募
句
の
み
の
大
会
で
し
た
。
今
年
こ
そ
は
俳
句
大
会
が
開

催
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
I
T
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計

し
た
結
果
、
ネ
ッ
ト
句
会
の
経
験
者
は
九
％
で
し
た
。
ネ
ッ
ト
句
会
研
修
が
好

評
だ
っ
た
た
め
今
後
も
開
催
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

簡
単
に
で
き
る
ネ
ッ
ト
句
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
現
代
俳
句
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地
区
活
動
の
サ
イ
ト
で
、
宮
城
県
の
会
報

や
地
区
協
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
地
区

と
あ
わ
せ
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
現
代
俳
句
協
会
」
で
検
索
で
き
ま
す
。 　
（
遊
）

第
三
六
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
の
ご
案
内

　
日
　
　
時
　
令
和
四
年
九
月
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時

　
場
　
　
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
記
念
講
演
　
木
山
　
幸
子
氏
（
東
北
大
学
准
教
授
）

　
席
題
句
　
出
句
二
句
（「
題
」
当
日
発
表
）　
参
加
費
　
千
円

編
集
室
か
ら

発 

行 

所	

宮
城
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
　
　
　

令
和
四
年
六
月
二
十
日
発
行

発 

行 

人	

渡
辺
誠
一
郎

編 

集 

部	

坂
下
遊
馬
、
小
田
島
渚
、
浅
川
芳
直

事 

務 

局	

〒
九
八
九
ー
二
三
五
一

	

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
北
新
町
二
二
―
一
三

	

坂
下
遊
馬　

方

	

電
話
〇
二
二
三
―
三
四
―
一
七
八
一

〇
表
紙
の
写
真

　

十
一
基
の
山
鉾
や
雀
踊
り
が

華
や
か
な
仙
台
青
葉
ま
つ
り
。

今
年
は
三
年
ぶ
り
に
規
模
を
縮

小
し
て
五
月
十
四
、十
五
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　

青
葉
ま
つ
り
か
つ
て
の

　
　

猛
者
の
跫
音
も
／
渚

　

二
〇
二
一
年
十
一
月
九
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
「
渡
辺
誠
一
郎
展　

俳
句
と

写
真
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
塩
竈
の
「
ビ
ル
ド
ス
ペ
ー
ス
」
は
気
軽
に

ア
ー
ト
が
楽
し
め
る
あ
た
た
か
い
空
間
で
あ
る
。
句
集
『
赫
赫
』
よ
り
、
誠
一
郎
氏

の
揮
毫
に
よ
る
俳
句
十
四
句
と
『
俳
句
旅
枕　

み
ち
の
奥
へ
』
の
写
真
の
展
示
が
中

心
で
あ
る
。

　

場
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
展
示
会
特
有
の
堅
苦
し
さ
が
な
く
ど
こ
か
く
つ
ろ

げ
る
空
気
が
流
れ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
俳
句
が
色
紙
や
短
冊
な
ど
で
は
な
く
段
ボ

ー
ル
や
菓
子
の
空
き
箱
な
ど
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
。
素
朴
な
あ
た
た
か

み
と
東
北
人
ら
し
い
力
強
さ
が
一
層
際
立
っ
て
い
る
。

　

真
っ
赤
な
紙
に
書
か
れ
た
〈
極
月
の
靴
を
磨
い
て
つ
つ
ま
し
く
〉
の
一
句
は
季
節

柄
、
ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
よ
う
な
趣
で
心
惹
か
れ
た
。

　

『
俳
句
旅
枕
』
で
は
モ
ノ
ク
ロ
だ
っ
た
が
カ
ラ
ー
で
大
き
く
引
き
伸
ば
し
た
写
真

の
数
々
も
大
変
魅
力
的
だ
っ
た
。
個
人
的
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
津
軽
の
「
袰
月

（
ほ
ろ
つ
き
）
集
落
」
の
一
枚
。
著
書
の
中
で
も
漫
画
家
つ
げ
義
春
が
出
て
来
そ
う

な
風
景
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
が
ま
だ
日

本
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、

こ
こ
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
し
た
氏
の
「
観
光
者
目

線
」
で
は
な
い
セ
ン
ス
を
感
じ
る
。
ま
た
寒
風
沢
島

の
牡
蠣
の
共
同
処
理
場
の
一
枚
も
、
新
鮮
な
牡
蠣
の

匂
い
の
漂
っ
て
き
そ
う
な
強
烈
な
リ
ア
ル
感
が
あ
っ

た
。
俳
句
を
詠
む
と
い
う
行
為
は
直
観
に
依
る
と

こ
ろ
も
大
き
く
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
「
俳
句
」
と

「
写
真
」
は
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
し
た
。
優
れ
た
俳
人
は
写
真
も
上
手
い
と

い
う
確
信
を
持
っ
た
。

　

ふ
だ
ん
私
た
ち
は
文
学
作
品
を
主
に
紙
に
印
刷
さ

れ
た
も
の
で
の
み
鑑
賞
す
る
が
、
こ
う
し
て
書
や
写

真
に
囲
ま
れ
る
と
作
者
の
生
の
息
づ
か
い
、
肉
感
的

な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
。
書
と
写
真

と
い
う
視
覚
情
報
か
ら
作
品
世
界
を
楽
し
む
豊
か
さ

に
存
分
に
触
れ
る
展
示
で
あ
っ
た
。

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

渡
辺
誠
一
郎
展

豊
か
な
時
間　

―
書
と
写
真
と
―

成
田　

一
子

（
滝
）


